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　 本 書 の 題 名 で あ る crit ica l 
thinking は，直訳すると「批判的
思考」ですが，否定しようとする
のではなく，鵜呑みにせずに疑問
を投げかけ，本質的な事柄に歩み
寄る思考のことで，論理的，客観
的，合理的に思考を展開する意味
もあります．本書は，脊椎外科に
関する諸事について，いずれの意
味も含まれている内容になってい
ます．本書初版は2008年に発刊さ
れ，当時の識者や脊椎外科医の多
くに大いなる共感をもって迎えら
れました．発刊当時は，学会場の
書籍売り場ではすぐに完売し，な
かなか手に入れにくい書籍でし
た．私が購入した初版も教室員が
次々に借りに来て，いつの間にか
なくなってしまいました．初版が
多くの共感をもって迎えられたの
は，臨床現場の経験に基づく疑
問，解決されていない問題，失敗
について，当時の学説，常識とさ
れていた事柄から思考を展開して
深く洞察し，著者の意見（opinion）
を率直に自らの言葉で述べていた
ためでした．
　このたび，初版から13年経過し
て待望の第 2 版が発刊されまし
た．ページ数は初版 258 ページか

ら第 2 版 330 ページと約 1.3 倍に
なり，この13年間の脊椎外科の進
歩を踏まえての登場となりまし
た．新規項目や主な改訂内容につ
いては，色文字で明示されていま
す．しかも，初版になかった多数
の図が掲載され，文章の統一が図
られるなど，学術書としても立派
な書籍になりました．手術につい
ては，頸椎から仙骨までの術式と
合併症が網羅されており，それぞ
れの術式について率直な経験談と
意見を述べています．さらに，自
ら の 実 体 験 を も と に し た イ ン
フォームドコンセントの変遷，脊
椎脊髄手術アトラスの紹介，統計
学や英語論文の書き方（日頃から
問題意識をもち，よい研究デザイ
ンで世に優れたメッセージをと強
調）などについても，おしきせで
ない独自の意見を述べています．
いずれも以前の大学教育では習う
ことのなかった事柄です（今はイ
ンフォームドコンセントを医療倫
理で必ず教えることになっていま
すが）．特筆すべきは，すでに確立
されているような印象を与えてい
る神経症候学，そして解剖学につ
いても，著者の経験に基づいた深
い洞察と意見を述べていることで

す．本書は通常の学術書と異な
り，「星地亜都司」の脊椎外科医

（教育者でもある）としての道程，
思考の歴史でもあり，当時の時代
を共有した脊椎外科領域の挑戦者
た ち の 知 見， 業 績 の レ ビ ュ ー

（personal view も含む）でもあり
ます．
　脊椎外科は，この50年に著しい
進歩を遂げましたが，依然として
未解決の問題のほうが多く，挑戦
的な姿勢が常に要求されてきまし
た．その中で本書初版の意義は，
読者である多くの脊椎外科領域の
挑戦者たちに勇気を与えてきたこ
とと思います．医学だけでなく科
学は，「常識を疑うことで始まっ
た新たな進歩」が決して少なくな
かったと思います．初版に続いて
本書がこれからの若手脊椎外科医
に挑戦者としての大いなる勇気を
与えることを祈念しています．

●定価 9,680円
（本体 8,800円＋税）
B5判，330頁，三輪書店

  
Critical Thinking 脊椎外科【第 2 版】

著：星地亜都司

德橋泰明
立川記念病院整形外科

書　評

©
M

IW
A-

SH
O

TE
N

 L
td

, 2
02

1

2026/09/14 09:38:41


